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1． はじめに 

本工事は、山形県最上郡真室川町安久土地内に於いて、主要地方道真室川鮭川線安久

土橋架替事業の一環として、迂回路（L=95m）、橋台工（1 基）を施工するものです。 

今回の工事では、安久土橋を及位方面に渡った現道に橋台を施工するため、迂回路を

造成し、車線を切り替えてから橋台を施工します。また、本工事現場の近くに真室川小

学校がある事から、当現場の下記問題点についての工夫について紹介します。 

 

１）、迂回路（起点側の現道摺り付けが急カーブで道幅が狭い） 

２）、現道の埋設物の移設（ＮＴＴの埋設管 4 本、国の光ケーブル 1 本、水道の本管） 

３）、橋台床掘（現道からの掘削高さが約 10ｍ、脆弱な地質、法面は 6 部勾配ときつい） 

 

以上の 3 点について、現場での安全管理と工夫について紹介します。 

 

1-1 工事概要 

 工  事 名   最上川中流安久土橋下部工工事 

 工 事 場 所   山形県最上郡真室川町大字新町地内 

 工    期   平成 26 年 10 月 10 日～平成 27 年 3 月 20 日 

 工 事 内 容    迂回路 1 式 橋台 1 基 

 

 

 

 

 

 

 

 

完成イメージ図
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2、迂回路の工夫について 

本工事の橋台躯体工の施工に先立ち、迂回路の造成を早期に完成させ、児童の安全を最

優先に考え、下記の 2 点により一般車両及び通行人の安全に配慮しました。 

 

2-1 迂回路切替えの周知 

当現場は、真室川地区の中心部に位置し、すぐ近くに小学校がある事から、週に 1 回

の教頭先生との打合せや、工事着手前に、『お知らせ』により、工事内容及び安全対策に

ついて、安久土地区全世帯に配布し周知しました。 

又、月に 1 回現場通信だよりを配布し、迂回路の切替えのみならず現場の進捗状況や

工事車両の運搬計画など、建設業のイメージアップも考慮しながら配布しています。 

 

2-2 待避スペースの確保と大型土のうによる車止め 

  安久土橋側の当初のガードレール位置では、急カーブに加え道幅が狭く車の往来がき

つく冬季の除雪も考慮した結果、ガードレールの位置を変更し待避スペースを作ること

により、一般車両のトラブルを改善しました。 

  又、万が一の対処に昨年度使用した大型土のうを再利用し、車止めに利用しました。 
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３、現道の埋設物移設について 

 

 迂回路の造成完了後、本体工事の橋台躯体工の掘削に伴い、現地調査より、ＮＴＴのケ

ーブル 4 本、国の光ケーブル 1 本、町の水道本管 1 本が埋設されており、 工事着工前の

調整会議の結果、町の水道菅は、別発注により施工、国の光ケーブルは本工事にて施工、

ＮＴＴのケーブル移設については、他業者による施工となるが、移設に伴う施設に関して

は、当現場にて施工する事になった。 

 問題点として、ＮＴＴのケーブルに関しては、余長がないため平行に移動するしかなく、

掘削断面に宙吊となる事から、当初の提案として、長さ 12ｍのＨ型鋼（300*300）をダン

ザホール工法にて 8 本建て込む案となっていたが、当現場にて社内的にも検討した結果、

工期やコストを考慮して下図のようなＨ型鋼より張り出しによる施工を提案し実施した。 

 

 

        （平面図）              （構造図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  （設置状況） 
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４、橋台床掘時の法面対策について 

 

  橋台床掘切土面の土質は、礫質土の中に玉石や小石が混在した土砂であり、直高が約

10m、切土面の勾配が 6 分勾配ときつく、安全ネットによる土砂の保護だけでは万が一

雨などにより一部崩落すれば現場は勿論現道の崩壊に影響します。 

  そんな事から当現場にて検討した結果、対処方法の 1 つとして、法勾配を緩くする事

を検討したが、下図でもわかるように現道迂回路をこれ以上狭くすることが出来ないた

め、モルタル吹付による法面保護を実施しました。 

 

       （平面図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       （着工前）               （完了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

５.おわりに 

本工事において、工事に携わる労働者及び地区民の安全を第一に考え、様々な観点から

「どういった対策が適しているか」を十分検討しながら施工を進めてきました。 

又、今まで自分の経験を生かしながら、工事に対する最善の策を竣工するまで努力して

いくこと、またその姿勢の大切さを実感しているところです。 

今回の工事は、工期まで余裕のない時間を要する工事であることから無事に終わりを迎

えることを切に願い、工事関係者の方々のご指導、ご援助をいただきながら現場代理人を

担当していきたいと思います。 

（6 分勾配） 

（6 分勾配）

（8 分勾配）

（8 分勾配） 


